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夜尿症に対する塩酸テロジリンの臨床的検討

＊朝日町立泊病院泌尿器科（医長：笹川五十次）

     笹  川  五十次

   CLINICAL STUDIES ON TERODILINTE

HYDROCHLORIDE IN NOCTURNAL ENURESIS

           Isoji SAsAGAWA

From砺｛）ePar彦耀雇げC｝Trology， Asαhi MuniciPal Tomari Hospital

  The clinical effcct of terodiline hydrochloride was studied in 10 patients with enuresis． Tero－

diline hydrochloride ivas administrated at a dose of 12 mg once a day for 4 weeks． ln 8 of the

10 patients （80％）， the enuresis rate was reduced． There were no side effects in our cases．

These results indicate that terodiline hydrochloride is an effective drug’ to treat enuresis．

                             （Acta Urol． Jpn． 35： 1463－lt165， 1989）
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        緒     言

 Terodiline hydrochioride （N’一tert－butyi－1－me－

thyl．3，3．diphenylpropylamine hydrochlQride，以下

terodilineと略す）はスウェーデンのKabi Vitrum

AB社により開発された薬剤である．

 Terodilineは抗ムスカリン作用とカルシウム拮抗

作用を有し，神経因性膀胱や神経性頻尿に用いられて

いる12）．

 今回，われわれは夜尿症患者に対しterodilineを使

用する機会を得，その有効性を検討したので報告する，

      対象および方法結果

1．対象

1988年5月から12月までに外来受診した夜尿症患者

のうち，試験の同意の得られた10例を対象とし＃．性

別では男子8例，女子2例，年齢は6～12歳（平均8

歳），体重は20～42kg（平均26 kg）であった．

 初診時問診で夜尿回数を検討し，尿検査，腹部単純

撮影にて犀路感染症および脊椎異常を有する症例は対

象外とした．また，高度の知能低下など神経系の異常

を有する症例も対象外とした．

2。投与方法・期聞

 Terodiline 12mg錠を1日1回1錠就眠前に経口

投与した．投与期間は4週間とした．なお，併用薬剤

に関しては平滑筋弛緩剤，抗コリン剤，三環系訟訴う

つ剤，精神安定剤，利尿剤などは新規投与を禁止し
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Table 3．臨床効果
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3．効果判定

 投与開始時および投与1週毎に1週間あたりの夜尿

回数を観察し，Table Iのごとく分類した，最終全

般改善度はTable 2のごとく分けた．

 著明改善は10例中3例（30％），中等度改善1例

（10％），軽度改善4例（40％），不変は2例（20％）に

認められた．症状改善は10例中8例（80％）に認めら

れた（Table 3， F量g．丑）．

 副作用は，自験例においては認められなかった，

考 察

 夜尿症は夜間睡眠中に無意識に大量の尿排泄をみる

一種の尿失禁状態で夜間遺尿症ともいわれる．その頻

度は小児の6～15％と考えられている3）．

 夜尿症の薬物療法としては，三環系抗抑うつ剤およ

び抗コリン剤が代表的である．三環系抗抑うつ剤は中

枢作用の他に自律神経機能に影響を与えると考えられ

ており，抗コリン剤では自律神経機能の改善から膀胱

内圧の低下，膀胱異常収縮の消失，膀胱容量の増加を

まねくと考えられている，治療効果は，三環系抗抑う

つ剤では，75％に症状の改善を認め，抗コリン剤では

68％に症状の改善を認めている3・4）．

 一方，terodilineはウサギ膀胱排尿筋の収縮作用

に対して低濃度の時は主として抗コリン作用により，

高濃度になるにつれてカルシウム拮抗作用により抑制

効果を示すと考えられている5）。また，尿失禁や頻尿

を主訴とする患者においては膀胱容量の増大，最大静

止圧の減少，コンプライアンス上昇および異常収縮回

数の減少を認めている6－8）．自験例では10例中8例（80

％）に症状の改善を認め，治癒は3例（30％）であ

り，従来の薬物療法よりもやや高率に症状改善を認め

た．

 Terodilineの副作用としては，口渇が最：も多く，次

いで頻脈，目のかすみ，ふらつき，排尿困難，尿閉，

浮腫，その他に便秘などの消化器症状が報告されてい

る7・9・10）．自験例では副作用を認めなかったが，小児

では特に副作用に十分留意し慎重な投与が必要と考え

られる．

結 語

 夜尿症患者10例に対し，terodiline 12 mgを1日

1回就眠前に投与した．

1．IO例中8例（80％）に症状の改善を認め，3例

（30％）に治癒を認めた．

2．投与中には副作用は認められなかった．

 以上よりter・dilineは，夜尿症患者に対し有用な

薬剤と考えられた．
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